
矢口　正宏

【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士　　登録第244140号）
（構造設計一級建築士　第7059号）
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A3:N.S

E－０１

国保中央病院病棟改修工事

電気設備工事

電気設備工事　特記仕様書1 N.S

山本　篤史

（一級建築士　　登録第361974号）
（設備設計一級建築士　第5999号）

特記仕様書1

○

○

○

再使用機器

消防法令別表第一２．建物概要

電気設備工事特記仕様書

１．工事場所

Ⅱ．電気設備新築・改修工事仕様

階数 延面積(㎡)構造建物名

３．工事種目
工事項目／棟別及び屋外

○
○
○
○
○
○

○
○
●
○
○
○
○
○

○
●

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

屋外
電　灯　設　備
動　力　設　備
電　熱　設　備

情報表示設備
映像・音響設備
拡 声 設 備
誘導支援設備
テレビ共同受信設備

受 変 電 設 備
電力貯蔵設備
発　電　設　備

雷 保 護 設 備

構内情報通信網設備
構内交換設備

監視カメラ設備
駐車場管制設備

中央監視制御設備
火災報知設備
防犯・入退室管理設備

医療関係設備

○

●印をつけたものを適用し、各一式とする。

構内配電線路

テレビ電波障害防除設備

○
○
○

○ ○
環境配慮改修工事

機械設備工事
建築工事

○ ○
○ ○

○
○
○

構内通信線路

撤 去 工 事

１．共通仕様
１) 本仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の仕様書等に

よる。

工事種目に機械設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面による。

２．特記仕様
項目及び特記事項は、※印または●印を適用とし、●印を優先とする。１)

２)

２) 特記事項に記載の（　）内表示番号、<  >内表示番号、【　】内表示番号及び［　］内表示番号
について、それぞれ標準仕様書、改修標準仕様書、建築改修標準仕様書及び解体工事共通仕様書
の編・章・節・項を示す。
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適用基準等

設計図書の優先順位

官公署その他への

工事実績情報の登録

他工事との取合い

疑義に対する協議等

概成工期

(２)現場説明書
(３)特記仕様書
(４)図面
(５)標準仕様書・改修標準仕様書
以上(１)から(５)の順番のとおりとする。
ただし、明示なき材料、仕上げ等については、監督職員の指示による。

(１)質問回答書(以下(２)から(５)までに対するもの)

(1.1.1.3)<1.1.1.3>

(1.1.1.4)<1.1.1.4>

こと。この場合、「建築及び設備工事監督・検査事務処理様式集(奈良県県土
マネジメント部)」の書式に従い、日程管理を行う。

工事関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続き等は全て受注者が行う

別記工事区分表による。

設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり、取合い等の

項目章 特記事項

実施工程表 工事の着手に先立ち、実施工程表を作成し、監督職員の承諾を受ける。^m

　●契約電力500kW以上の自家用電気工作物

　〇一般用電気工作物

　〇電気事業用電気工作物

届出手続等

県土マネジメント部建築工事監督及び検査必携   奈良県県土マネジメント部
建築及び設備工事監督・検査事務処理様式集　　奈良県県土マネジメント部

(1.1.1.1)<1.1.1.1>

※行う（適用する） ○行わない

(1.1.1.7)<1.1.1.7>

(1.1.1.8)<1.1.1.8>
関係で、設計図書によることが困難若しくは不都合が生じた時は、監督職員と
協議する。
現場説明書による。

実施工程表を変更する必要が生じた場合は、施工に支障が無いよう実施工程表
を直ちに変更し、当該部分の施工に先立ち、監督職員の承諾を受ける。^m

(1.1.2.1)<1.1.2.1>

施工計画書  (1) 工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた施工計画書
（総合施工計画書）を作成し、監督職員に提出する。^m

 (2) 品質計画、施工の具体的な計画並びに一工程の施工の確認内容及びその確認
を行う段階を定めた施工計画書（工種別施工計画書）を、工事の施工に先立ち作

成し、監督職員に提出する。
(3)(1),(2)の施工計画書のうち、品質計画に係る部分については、監督職員の承
諾を受ける。また、品質計画に係る部分について変更が生じる場合は、監督職員
の承諾を受ける。  (1.1.2.2)<1.1.2.2>

電気保安技術者 標準仕様書又は改修標準仕様書に規定する電気保安技術者をおくものとする。

(1.1.3.2)<1.1.3.2>

電気保安技術者は、(事業用電気工作物に係る工事の場合、電気事業法に基づく
電気主任技術者の業務を補佐すると共に)、監督職員の指示に従い、当該現場に
おける電気工作物の保安業務を行うものとする。

工事用電力設備の
保安責任者

工事用電力設備の保安責任者として、法令に基づく有資格者を定め監督職員に
報告する。保安責任者は適切な保安業務を行うものとする。 【1.1.3.4】

電気工事士

施工中の安全確保

交通安全管理

災害時の安全確保

施工中の環境保全等

常に工事の安全に留意して現場管理を行い、施工に伴う災害及び事故の防止に
努める。工事に関して、第三者から説明の要求又は苦情があった場合は、請負
者の責任において直ちに誠意をもって対応する。 (1.1.3.5)<1.1.3.5>

両の出入りについては、必ず誘導員又は交通整理員を立て、交通渋滞、住民等
工事期間中道路面には、一切車両を駐車しないようにすると共に、工事関係車

災害及び事故が発生した場合は、人命の安全確保を優先するとともに、二次災
害の防止に努め、その経緯を監督職員に報告する。 (1.1.3.7)<1.1.3.8>

関係法令に従い、工事の施工の各段階において、騒音、振動、粉塵、臭気、大
気汚染、水質汚濁等の影響が生じないよう、周辺環境の保全に努める。塗料、
その他の化学製品の取扱いに当たっては、当該製品の化学物等安全データシー
ト（ＭＳＤＳ）を常備し、記載内容の周知徹底を図り、作業者の健康、安全の
確保及び環境保全に努める。建設事業及び建設業のイメージアップのために、
作業環境の改善、作業現場の美化等に努める。 (1.1.3.8)<1.1.3.9>

行う。
契約電力500kW以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を

現場説明時の現場説明事項による。 (1.1.3.3)<1.1.3.3>施工条件

の安全に留意すること。また、工事着手前に警察、その他関係機関、地元自治

(1.1.3.6)<1.1.3.7>
会、監督職員などと十分打合せのうえ、安全管理を行う。なお、交通整理員に
ついては、現場説明事項による。
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耐震施工

重要機器(水槽類)は、下記による。(水槽類にはオイルタンク等を含む。)
○
○
上層階の定義は、次による。6階建以下の場合は最上階、7～9階建の場合は
上層2階、10～12階建の場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階。

設置場所

上層階、屋上及び塔屋
中間階
1階及び地下階

配電盤
電算用電源

設計用標準水平震度

注、(    )の内の数値は、防振支持の機器の場合に適用する。

○
○

直流電源装置
中央監視装置

○
重要

機器
2.0(2.0)
1.5(1.5)
1.0(1.0)

特定の施設

水槽類
2
1.5
1.5

○
○UPS装置

一般
機器

1.5(2.0)
1.0(1.5)
0.6(1.0)

※
重要

機器
1.5(2.0)
1.0(1.5)
0.6(1.0)

一般の施設

○
○

交換機
防災機器

水槽類
1.5
1
1

○
○

一般
機器

1.0(1.5)
0.6(1.0)
0.4(0.6)

<2.2.1.14><3.2.2.1><4.2.2.1><5.2.2.1><5.2.3.1><6.2.1.12>

非常用発電装置

(2.2.1.13)(3.2.1.1)(4.3.1.1)(5.2.1.1)(5.2.2.1)(6.2.1.11)

設備機器の固定は「建築設備耐震設計・施工指針(独立行政法人国土交通省国土
技術政策総合研究所・建築研究所監修)2014年版」による。なお設計用水平地震
力は、次に示す設計用標準水平震度に、機器の重量を乗じたものとする。また、
設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とする。

性能確認試験

試験の箇所数 改修標準仕様書(建築工事編)による。
基準試験法による。

確認強度

あと施工アンカー
○

○行わない
行う（図面番号　　　　）

埋込み配管等の探査 (
<1.2.12.3>

<1.2.12.3>

(一社)日本建築あと施工アンカー協会によるあと施工アンカー

既存のコンクリ－ト床、壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンはつり
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○
○

○

※塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り又は鉄板張り＋塗装

仕      様
仕上げの程度

屋      根
内壁・天井

床
部      位

○

※合板張り又は石膏ボード張り＋塗装
※合板張り又はビニル床シート張り

（総合会議室を含む）

(1.2.1.1)<1.2.2.7>監督職員事務所

足場、さん橋類 (1.2.1.1)<1.2.2.2>

備品等

監督職員事務所の〇

（規模〇10㎡程度 〇20㎡程度 ○30㎡程度 〇65㎡程度 〇100㎡程度

備品の種類 机・椅子 書棚 ホワイトボード
黒板又は

　　　　　個数　　量

備品の種類

数　　量

備品の種類

数　　量

数　　量

その他事務所として通常必要な備品を揃えること

　　　　　足

ゴム長靴

　　　　　組 　　　　　台

雨がっぱ 安全帯

　　　　　台

　　　　　着 　　　　　個

掛時計

　　　　　個

　　　　　個

(1.2.1.1)<1.2.2.7>

監督職員事務所の備品等の種類及び数量は以下の表による

○設ける

※別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。
本工事で設ける場合は、標準仕様書第２編第４章第１節4.1.1又は、改修標準
仕様書第１編第２章第２節2.1.1によるほか
足場の設置においては「手すり先行工法に関するガイドライン」について」
（厚生労働省基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等に関す
るガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適
合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体
又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の
２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。なお
単管足場、枠組足場を用いる場合の設置場所については図示による。

内部足場

外部足場

○Ｆ種（くさび式緊結足場）　　○Ｇ種（枠組足場）

(2.4.1.1)<1.2.2.1>

※Ａ種、Ｂ種、Ｃ種、Ｄ種　　　○Ｅ種（単管足場）

○Ａ種（枠組足場）　○Ｂ種（くさび式緊結足場）

※Ｄ種、Ｅ種　　○Ｆ種（高所作業車）
○Ｃ種（単管足場）

ヘルメット

周辺機器パソコン掃除具備品の種類 湯沸器

加入電話機冷暖房機器衣類ロッカー懐中電灯

　　　　人用

　　　　　個

　　　　　台

　　　　　台

個

　　　　　台

○土工事 ○地中埋設管を除き､埋め戻し及び盛土は､
根切り土の中の良質土を使用し､十分な締め固めを行う。※

○残土処分
〇山砂の類を使用し､十分な締め固めを行い､水締めを行う。

※

図面に明記なきコンクリート設計基準強度及びスランプは､下記による。

○ ○地中埋設管の埋戻土

○ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

○電線接続

よう山砂の類で管の周囲を埋戻した後、掘削土の良質土で埋戻す。

(2.2.1.1)<2.2.1.2>

コンクリート管以外の管を地中埋設とする場合は、管及び被覆樹脂を傷めぬ

構内指示の場所に敷きならし〇 (1.2.2.1)<1.2.3.1>

公的な受入施設又は県マネジメント部が建設発生土の受入施設として
登録している民間受入施設に搬出

設計基準強度　○18N/mm2以上　〇

スランプ　　　○18cm以下　　 〇

屋外で高圧ケーブル相互の接続または端末処理を行う場合は、被覆の伸縮対策

を施す。

予備配管 分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器4個以下の場合(E25)を
1本、5個以上の場合(E25)を2本天井内まで立ち上げる。

○

スイッチ 大角ネ－ム付とする。換気扇用スイッチは確認表示灯付とする。

○ワイドスイッチ

○ 照明制御装置

LED照明器具の定格消費電力等の規定が標準図とJILで異なる場合、JILの規定を○ LED照明器具の規格

工事範囲

〇調光器（図面番号　　　）

照度測定を行う。

○

○

防水試験

照度測定

防爆及び防湿型の照明器具は防水試験を行う。

(2.2.18.2)<2.2.20.2>

※傾斜天井対応の器具を使用する。

測定結果はJIS Z 9110およびJIS Z 9127の推奨照度の照度範囲内であることを

確認する。

○ 傾斜天井

○非常用照明

する。

LED照明器具を用いる非常用照明は、床面において水平面照度で２lx以上を確保

○電源別置形電源内蔵形

○引出し形○飛び出し形 ○内部固定形 ○外部固定形 ○ＯＡフロア用フロアコンセント○

○

○別途工事により対応する。

〇人の通り抜けと滞在を識別して制御を行う。

〇センサー設定器を　個附属すること。

電　

　

灯　

　

設　

　

備

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

全体の(    )%○全数

中央監視制御装置による監視

○

○

試験個数

警報盤による代表監視

散水試験を行う。

調機を停止させる。
火災報知設備の受信機、連動制御器及びガス漏れ火災警報受信機と連動して空

○

自動連動回路は、試験運転にした場合連動しないものとする。
単位ユニットの電流計はコンデンサよりも負荷側に接続する。

制御盤の散水試験 

インタ－ロック

監視方法

制御盤

○

○

○

○

工事範囲○
動　

　

力　

　

設　

　

備　

電
熱
設
備

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付工事範囲○

(2.1.6.3)
(2.1.6.2)

(2.1.19.1)

調光下限値、感知時間等システム設定は監督職員の指示による。

〇照明制御監視装置は次の機能を有する。（図面番号　　　）

適用する。

　員と協議する。
　び既設埋設配管の経路等が不明な場合は、探査方法及び試験堀方法を監督職
　内の既設・配管配線を含む）について事前調査を行う。既設構造物の位置及
　施工前に、当該工事にかかわる地中埋設物等（建物内又は既設コンクリート
標準仕様書又は改修標準仕様書によるほか、下記による。○地中埋設物等
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（１）工事の着手に先立ち、施工計画調査を行う。施工調査の内容は次による。

当該施設の電気主任技術者 ○関係官公署（建築主事、消防
○署等） ○電気事業者 通信事業者 ○ <1.1.5.1><1.1.5.3>(　　　　)

施設管理者
（２）次の関係者と当該工事に必要な事前打合せを行う。

施工調査
　　　調査項目:改修対象建物及び同建物内設備配管・配線等・屋外埋設配管等埋設物

　調査方法:スケール・レベル・目視による他、監督職員との協議による
　調査範囲:本工事と取り合いのある範囲及び本工事の施工により影響が及ぶ範囲

本工事に使用する設備機材等のうち、設備機材等指定表等により特定のもの
が特記された場合は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものを使

(1.1.3.9)<1.1.9.1>

現場において再利用を図るもの (                 )○

引き渡しを要するもの  (                )○

支払うこと。
最終処分場に搬入することとなる場合は、奈良県産業廃棄物税条例相当額を
関係法令に従い、構外搬出適切処理とし搬出書類等提出する。なお、県内の
産業廃棄物の処理

再生資源利用〔促進〕計画(実施)書を提出する。
(建設副産物対策近畿地方連絡協議会編)

小型二次電池 (            )○○HIDランプ○蛍光ランプ

  又は室内ユニットが壁掛け形若しくは床置き形であるセパレート形エアー
○ユニット形エアーコンディショナー(ウィンド形エアーコンディショナー
特定家庭用機器再商品化法に該当するものは適法処理する。○

○

  コンディショナーに限る。) ○(            )

発生材の処理等 再資源化を図るもの
○○ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊 ○ｺﾝｸﾘｰﾄ2次製品 ○建設発生木材

産業廃棄物管理票(マニフェスト)の写しを提出する。

機材の品質等

(1.1.4.2)<1.1.4.2>

もって、標準仕様書第１編１．４．２(２)の品質及び性能を有することの証

等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。
明となる資料(製作図、試験成績書等は除く)に替える。ただし、これらと同

評価の有効期限内のものに限る)を使用する。この場合、評価書の写しを
備機材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿」に記載されたもの(ただし、
別添(設備機材)に掲げる設備機材は(一社)公共建築協会発行「建築材料・設

用する。ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

○建築物省エネ法
対象機器

本工事は、建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律(平成27年法律
第53条)第13条第2項に規定する建築物エネルギー消費性能確保計画の通知を
行っている。
　対象設備　　　　 ○照明設備　　　　 ○太陽光発電設備
機器の消費電力は、原則として表示された数値以下とする。

　第２原図訂正可）し、糊張製本「３」部提出する(原図共)

○
○

分類・規格
カラーサービス版
カラーキャビネ版 監督職員指示箇所

○6　○9　○12
撮影枚数 部数

(ただし、上記写真は、アルバム製本とする。)
完成写真として、全紙パネルを    部提出する。○

(1.1.7.1)(1.1.7.2)(1.1.7.3)<1.1.11.1><1.1.11.2><1.1.11.3>する。 
既存完成図を今回工事の内容を含んだものに修正し、全体完成図として提出
既存完成図の修正(多年度継続工事の場合)
する部数を提出する。
各種承諾図、工事写真、その他各種検査書類等を整理し、監督職員の指示
保証書、施工図(制御システム図・機器配管固定の施工図等)、施工計画書、
その他の引き渡し書類

保全に関する資料
○あり　○なし参考CADデータの貸与

　　①建築基準法第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築

(1.1.5.3)<1.1.6.4>図示  (図面番号        )見本施工の実施○

中間技術検査の実施

　　　けた材料
　　②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認可を受
　　　材料

第三種
　　た材料
　②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認可を受け
　　ムアルデヒド発散建築材料以外の材料
　①建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホル
規制対象外
する。
また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は次のとおりと
　散が極めて少ない材料を使用したものとする。
　ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、及びスチレンを発散しないか、発
(4)(1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、
　を使用する。
　ヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く)が添加されていない材料
(3)接着剤は、可塑剤(フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチル
　ない材料を使用する。
(2)接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少
　ルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。
　レンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホ

　、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤
(1)合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ制限

る建築材料等の使用
化学物質を放散させ

(1.1.5.7)<1.1.6.8>

箇所数
室  名

測定方法は監督職員の指示による

測定対象室及び測定箇所数
                  スチレン
測定対象化学物質  ホルムアルデヒド  トルエン  キシレン  エチルベンゼン

化学物質の濃度測定○

(1.1.4.5)<1.1.4.6>

機材の品質及び性能を試験により証明する場合は、試験に先立ち試験計画書を
作成のうえ、監督職員に提出し、原則として監督職員の立ち会いを受けて行う。

機材の検査に伴う
試験

ただし、監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

監督職員の指示による。 (1.1.4.2)<1.1.4.2>色彩による表示、
標識その他

実施する(※施工完了後　○着工前・施工完了後)

本工事の建築内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び
　性能を有すると共に、次の(1)から(4)を満たすものとする。

県土マネジメント部の監督及び検査の実施に関する取り扱い要領により中間
技術検査を行う。 (1.1.6.2)<1.1.7.2>

建築物等の利用に関する説明書､機器取扱い説明書､機器性能試験成績書､
官公署届出書類､主要機器一覧表､総合調整測定表）を（※１部　〇「　」部）
提出する。

完成時の提出図書 次の図書を提出する（機器製作図含む）。
(1.1.7.1)～(1.1.7.3)<1.1.8.1>～<1.1.8.4>

工事写真・完成写真 工事写真 　「工事写真の撮影要領(建築工事・設備工事)(奈良県県土マネジメ

完成写真　　※工事写真に準じて作成する。○下表による。
　　　　　　ント部)」による。

原板の大きさ(mm)

契約書１８条の図面照査及び現場調査を行い、報告書を提出すること。図面照査

耐震安全性の分類 備考

ドカッタ－とし、復旧はモルタル補修とする。梁貫通は不可。
また、石綿含有仕上げ塗材がある箇所の配管貫通部等については、関係法令の
作業基準に従い、除去する石綿含有仕上塗材を薬液等により湿潤し、手ばつり
により除去する。

地面（舗装がある場合は舗装下面）と埋設管天端との中間に敷設すること

JCS3271(MVVS)に準じ、絶縁材及びシースにJCS規格によるEM

○

フラッシュプレ－ト

フロアプレ－ト

盤類塗装色

寸法

最上階の埋込配管

機器の取替及び改造

圧着端子

盤類仕様

ベ－ス
水平高低調整式(空転防止付リング付、OAフロア部分を除く)

製造者の標準色とする。ただし、建築意匠見合いとなる部分については監督職
員の指定色とする。

盤その他機器類について図示した寸法は、約寸法とする。建築意匠見合いとな
る部分については監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

最上階のスラブでモルタル防水及び樹脂防水の場合、埋込配管は避けるのを原
則とする。

記した銘板を取付ける。

丸型とする。

○
○

分電盤

盤内配線は原則としてエコ電線とする。(消防法上はHIV)
キャビネットはステンレス製とする。
JIS C 0920に対する保護等級の試験を行う。

○実験盤

アルミ製

○開閉器箱 ○制御盤 ○非接地電源用分電盤

○

盤名称・回路名称を彫刻した樹脂製の銘板で表示する。
製造者標準品とする場合は別図による。(図面番号　　　　　)

積算計器(※無検定 ○検定付　別図による。(図面番号　　　　))

電線

電線本数、管路等

呼び線

図面に記載なきものはEM-IEとする。

分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管
径等は監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

長さ1m以上の入線しない管路には、1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

○

○

○

○

砂利地業

屋外形手元開閉器箱

コンセントプレート

バスダクト

環境に配慮した電線
(EMケーブル)

○

コンセントプレートの指定箇所に回路名称(回路番号)を付す。

エキスパンションダクトは別図による。 (図面番号        )

以下のケーブルはハロゲン及び鉛を含まない材料で構成されたものとする。

○

●

ビニル電線、ビニルシースケーブル等を使用する旨の記載があるものは、EM
ケーブルの規格を含むものとする。EMケーブルの電線色別は、原則として
「標準仕様書」による。

EM-MEES

FP、FP-C、HP

○

性架橋ポリエチレンを用いたものとする。

ケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたものとする。
シースにJCS規格によるEMケーブルの耐燃性ポリエチレンを用
いたものとする。  

(2.2.12.4)<2.2.14.4>

(2.2.9.2)<2.2.10.2>

標識シート

製造者標準品とする場合は別図による。(図面番号        )

EM-UTP

○屋外形
プルボックス等

屋外形のプルボックス及び屋外に使用する配管支持金物等の雑材料は、SUS製
又は溶融亜鉛めっき(JIS H 8641に規定するHDZ35相当)とする。
なお、蓋用のネジは屋内外とも六角プラスビスとする。

を銘板等で表示する。

○地中埋設標 埋設票箇所数要 ○不要箇所（　　　）

全ての地中管路に標識シート(2倍長)を設ける。

図面上合成樹脂性可とう管(以下PF管という)であっても、露出部分は鋼製電線
管で施工する。なお、鋼製電線管を使用する場合は、電線の収容本数を考慮す
る。また、屋外露出(雨線内・雨線外共)部分で明示無き場合は、鋼製電線管と
する。

電線管

設備機能上の協議

天井点検口等

図面上において機能上疑義を生じた場合は、検討した後、監督職員と協議する。

天井点検口の裏側に用途名称を付す。また、大型プルボックスの見やすい部分
に、用途名称を付す。

JIS X 5150に準じ絶縁材にJCS規格によるEMケーブルの耐燃

(2.1.7.3)(2.1.12.3)(3.1.1.3)(4.2.1.3)(6.1.4.2)(7.1.2.3)

ボックス PF管で配管する場合は、合成樹脂製ボックスを使用する。

風圧力に対する性能（建築基準法に定められた風速及び地表面粗度区分）

太陽光発電装置○風力発電装置
○テレビ共同受信用アンテナ及びアンテナマスト ○
○

建築基準法に定めるところによる風圧力(耐風力)検討(計算)書を監督職員に提

○受雷部システム及び引下げ導線システム
出する。なお、検討(計算)範囲は、それぞれの取付部分を含むものとする。

○

風速( ○30 ○32 ○34 ) 地表面粗度区分 ( ○ ○ ○ ○Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ )

風圧力の検討

埋込み配管等の探査 ( ○行わない 金属探知機により行う )

○砲金製

機器の取替及び改造を行った場合、取替日、受注者名、施工者名及び能力等を

○

○再生砕石

○SUS製  ○溶融亜鉛めっき  ○鋼板製  ○        塗装○不要  ○要

工事用仮設物 構内につくることが ※できる ○できない

図面に特記なき場合は、別添（機器取付高さ）による。

３．電気工作物の種類　●印を適用とする。

取外した上再使用する電灯・動力設備機器は清掃し、絶縁抵抗測定のうえ
取付ける。なお照明器具等の見えがかり部分は、洗剤を使用するなどして、
十分に清掃を行うこと。

　、保温材、緩衝材、断熱材、塗装、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチ

○厚鋼電線管に溶融亜鉛めっき（亜鉛付着量300g/㎡以上）を施したものとし、

露出配管は以下による。（図面特記のあるものを除く。）

　指定色塗装を行う。（指定色塗装については配線室、屋上を除く。）

鋼製電線管は指定色塗装を行う。（配線室、屋上を除く。）
　　・公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和４年版)(以下「標準仕様書｣という。)
　　・公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和４年版)(以下「改修標準仕様書｣という。)
　　・公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(令和４年版)(以下「建築改修標準仕様書｣という。)
　　・公共建築設備工事標準図(電気工事編)(令和４年版)(以下「標準図｣という。)
　　・建築物解体工事共通仕様書・同解説（令和４年版)(以下「解体共通仕様書｣という。)

Ⅰ．工事概要

令和４年版

ＲＣ

〇

●
●

　○契約電力500kW未満の自家用電気工作物

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●受注者に於いて設計図に基づき全ての図面を完成図として作成（設計図

製本サイズ　　●Ａ１　○Ａ２　○Ａ３
●完成図は、原則として黒文字製本とし、表紙の書き方は監督職員の指示とする
●完成図ＣＡＤデータを提出する。　　　　

●

●

●

●

● 金属探知機により行う )●
●行わない

○

●

●

●

●

●

●

● ●金属製(ステンレス、新金属も含む)    ○樹脂製

●
●

●

●

●

●

●

○ ○

○
○

○工事番号・工事名称・施工年月・受注者・施工者（受注者と同一でない場合）

○

●
●

●

●

●

●機器取付高さ

●
●

〇 ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　〇取り外し再取付

○

●

国保中央病院設備改修

本館

　

７

　

奈良県磯城郡田原本町宮古４０４番地の１　国保中央病院本館

本館

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●

緩和ケア病棟

緩和ケア病棟

○

○

●
○
○
○

- - -

(外灯設備も含む)



矢口　正宏

【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士　　登録第244140号）
（構造設計一級建築士　第7059号）

A1:N.S

A3:N.S

E－０２

国保中央病院病棟改修工事

電気設備工事

電気設備工事　特記仕様書2 N.S

山本　篤史

（一級建築士　　登録第361974号）
（設備設計一級建築士　第5999号）

特記仕様書2

廃棄物の処分等●●

○配管　○配線　●機器取付　●機器移設・改設　●取り外し再取付●

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○

○

●●

○配管　○配線　●機器取付　○機器移設・改設　●取り外し再取付●

○

○ ○

○配管　〇配線　〇機器取付　〇機器移設・改設　〇取り外し再取付○

○ ○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

令和４年版

※C種又はD種接地工事の接地線の太さは8mm2以上とする

○マルチサイン装置　○出退表示設備　○時刻表示設備　〇時刻同期装置

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付
設

備

情

報

表

示
工事種類

工事範囲○

※本工事　○既設　○別途工事（図面番号　　　）

工事範囲

構

内

交

換

設

備
保安器用接地工事○ 別途工事○※本工事

フロアコンセント 回転形または上下動形○内部固定形○外部固定形○○

交換装置ボタン電話装置○形式

工事範囲

通
信
網
設
備

(6.1.5.6)機能は別図による（図面番号　　　）○UTM

構
内
情
報

(5.1.1.6)

(5.1.7.4)

発　

　

電　

　

設　

　

備

○液面指示計器は磁わい式とする。
○主燃料槽等 ○磁わい式液面検出装置

○低圧用SPDの性能　※標準仕様書による　〇（図面番号　　　）

○超低騒音型　○低騒音型　○通常型騒音低減性能○

基礎○

○小出力発電装置

○風力発電装置

○常用発電設備（※系統連携型　○独立型）

●非常用発電設備用途●

○太陽光発電装置

●

○工事種類

工事範囲

○熱併供給発電装置（コージェネレーション装置）

○燃料電池発電装置

○ディーゼル発電装置

○マイクロガスタービン発電装置

○ガスタービン発電装置

○ガスエンジン発電装置

●配管　●配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

電

力

貯

蔵

設

備

その他○ 直流電源装置の過放電防止保護装置（直流不足電圧継電器）の設定電圧は

90Ｖとする。

〇直流電源装置　○交流無停電電源装置（ＵＰＳ）

○配管　○配線　〇機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

工事種類

工事範囲

〇

○

○

  １，３００
　(天井高)×０．９

　壁付復帰ボタン（トイレ等呼出）
　壁付呼出表示灯（トイレ等呼出）   床上～中心

  床上～中心

  １，１００以下

  床上～下端
  床上～呼出釦
  床上～下端
  床上～中心
  床上～中心
  便器座面～中心
  床上～中心
  床上～中心

  外部受付用インターホン(呼出ボタン)

  壁付握りボタン(トイレ等呼出)
  (トイレ等呼出)   ４００

  ４００～５５０　壁付押しボタン（ひも付）
  ６００以下
  １，０００
  １，３００

  １，３００

  外部受付用インターホン(子機)
  外部受付用インターホン(親機)
  テレビインタ－ホン(子機)
  テレビインタ－ホン(親機)  誘  導  支  援

  １，３００

  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心

  天井下～上端
  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心
  床上～上端   ３００

  ２，１００
  ２，３００
  ８００～１，５００
  ８００～１，５００
  ８００～１，５００
  １５０
  ３００
  ２００
  １５０
  １，３００
  １，３００

  液化石油ガス用検知器
  表示灯
  ベル
  発信機
  機器収容箱
  受信機・副受信機
  直列ユニット(和室)
  直列ユニット(一般)
  機器収容箱
  壁付アウトレット(和室)
  壁付アウトレット(一般)
  壁付インタ－ホン(一般)

  火  災  報  知

  テレビ共同受信

  １，３００

取付高(mm)測  点名  称

  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心

  地上～窓中心
  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心
  鏡上端～下端

  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心
  床上～下端
  天井下～上端

  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心

  床上～中心

  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心
  床上～中心

  ２，３００
  １，３００

  壁掛形スピ－カ
  壁付アッテネ－タ

  拡          声
  ２，３００
  １，５００
  ２，３００
  １，３００
  ２，３００

  子時計
  壁掛形親時計
  ベル・ブザ－・チャイム
  壁付発信機
  表示盤  情  報  表  示

  １，３００　壁掛電話機
  １５０  壁付アウトレット(和室)

  壁付アウトレット(一般)
  ２００
  ３００

  集合保安器箱
  端子盤(室内)  構  内  交  換

  １５０
  ３００

  壁付アウトレット（和室）
  壁付アウトレット（一般）  構内情報通信網

  １，３００
  １，５００
  １，５００

  操作スイッチ
  手元開閉器
  壁掛形制御盤  動          力

  ９００  コンセント(車椅子用)

  ５０
  ２，０００～２，５００
  ２，１００～２，３００
  ８００～１，３００

  ブラケット(鏡上)
  ブラケット(踊場)
  ブラケット(一般)
  コンセント(機械室・車庫)

機器取付高さ ※取付高さは標準であり、監督職員の承諾を受けて変更してもよい。

  １５０～３００
  １５０
  ３００
  １，７００
  １，１００
  １，３００
  １，５００
  １，８００～２，２００
  １，８００～２，０００

  コンセント(台上)
  コンセント(和室)
  コンセント(一般)
  スイッチ(自動扉用)
  スイッチ(身障者用)
  スイッチ(一般)
  分電盤
  引込開閉器
  引込用計器

  電          灯

  電灯動力共通

設備機材

シール形ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池)
  蓄電池(ベント形据置鉛蓄電池、制御弁式据置鉛蓄電池、据置ニッケル ・カドミウムアルカリ蓄電池、

  交流無停電電源装置

  LED照明器具（屋内に限る）、照明制御装置

　サージ防護デバイス(低圧用SPD)
  中央監視制御装置
  監視カメラ装置
  太陽光発電装置(パワーコンディショナ及び系統連系保護装置)

　絶縁監視装置(高圧回路の絶縁監視装置、低圧回路の絶縁監視装置)
  高圧変圧器(特定機器)、高圧避雷器)
  高圧機器(高圧交流遮断器、高圧進相コンデンサ、高圧限流ヒューズ、高圧負荷開閉器、
  高圧スイッチギヤ(PW形))
  盤類(分電盤(実験盤を含む)、制御盤、キュービクル式配電盤、高圧スイッチギヤ(CW形)、
  可変速運転用インバータ装置

建材の分析調査

○アスベスト含有

分析結果報告書を提出する。
基安化発第0821001号及び平成20年2月6日基安化発第0208003号)による。
「建材中の石綿含有率の分析方法」(平成18年8月21日基発第0821002号、
JIS A1481「建材製品中のアスベスト含有測定方法」による

※
○

分析方法

目視及び設計図書等による製造年等の確認
もと行う。
施工調査(アスベスト含有建材の有無)は監督員、工事監理者、請負者立会の

【9.1.1】建材の調査

アスベスト含有

ア　

ス　

ベ　

ス　

ト　

処　

理

(図面番号                              )別図による。

再利用破壊

製造業者又はガス回収業者(回収委託)
製造業者又は販売業者(回収委託)
設備設置業者(回収委託)
登録回収業者(回収委託)

○再資源化 再使用破壊

製造業者又は専門業者(回収委託)

保管(保管場所：                )
保管(保管場所：                )
アスベスト含有建材の除去等による

分析調査○

特別管理産業廃棄物等の調査は次による。　（適用範囲：　　　　　）
  使用状況調査(製造所名、製造年、形式、種類、数量等)

施工計画調査

適用する

適用する

材リスト
アスベスト含有

及び処分
成形板等の除去
アスベスト含有

及び処分
保温材等の除去

○アスベスト含有

廃棄物等リスト
特別管理産業

特別管理産業

責任者
廃棄物管理
特別管理産業

石綿作業主任者

○

○

除去後の仕上げ

○手続き等

○

○

処分場○

○

○

○

○

○

環　
　

境　
　

配　
　

慮　
　

改　
　

修　
　

工　
　

事

特

別

管

理

産

業

廃

棄

物

等

の

処

理

等

一

般

事

項

破砕して除去○手ばらし

除去したｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板等の処分(石綿含有せっこうボードを除く)

※
※

中間処理(融解施設又は無害化処理施設)○埋立処分(管理型最終処分場)

(                              )
(                              )

所轄の労働基準監督署及び奈良県景観・環境総合センター(奈良市内において※

を周辺住民の見やすい場所に掲示すること。

仕上げ表による。○

(                              )○
(                              )

○
○ ○

は奈良市保健・環境検査課)に必要な書類の届出を行うこと。また、その内容

※石膏ボード・化粧石膏ボード・エルボ保温材・煙道断熱材は管理型処分場
　岩綿吸音板・硅酸カルシウム板は安定型処分場に廃棄すること

中間処理○埋立処分○

保管場所（　　　　　　　　　　　　　　　　）
けい酸カルシウム板第一種においては、作業場の隔離養生を行う。
手ばらし

除去工法
湿潤化

除去するｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板の飛散防止措置 【9.1.1】【9.1.5】
※

保管場所（　　　　　　　　　　　　　　　　）

○
除去したｱｽﾍﾞｽﾄ含有保温材等の処分

固形化湿潤化 ○※

○
除去した石綿含有保温材等の飛散防止措置

除去工法 【9.1.1】【9.1.4】

○
処分

[5.5.1]

[5.4.1]

保管○
○

再利用

焼却処分

○
○

○

○回収

再生処理

○
○

処理方法

○

処理方法

特定化学物質

六フッ化硫黄(SF6)ガス
イオン化式感知器
ハロン
フロン

特殊な建築副産物の回収及び処分

廃酸・廃アルカリ
廃油
PCB含有シーリング材
PCBを含む機器類
廃石綿等

特別管理産業廃棄物

○

○
○
○
○

種類
○

○
○
○
○
○

種類
○

○微量PCBの測定を行う。（対象機器：　　　　　　　　　　　　　　　　）

[5.1.3]

  調査結果報告書の提出
  処分条件調査(収集運搬業者、処分業者、回収業者、産業廃棄物処理施設等)

【9.1.2】

【9.1.2】

(6.2.20.2)

　

　

　

防

除

設

備

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

調査チャンネルは別図による。(図面番号              )
調査箇所数        箇所事前調査○

工事範囲○
テ

レ

ビ

電

波

障

害

構

内

通

信

線

路 とする。
別図による。(図面番号      )○

○奈良県通信○
※標準図による。

蓋の用途表示は
構造、寸法は

ハンドホール
マンホ－ル及び○

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

架空線式○

-600mm以下とする
図面に記載なき場合は、GL(舗装がある場合は、舗装下面)

地中埋設式
埋設深さ
○ふ設方法

工事範囲

○

○

(3.1.9.8)

〇ハンドホ－ルにおいてケ－ブル支持材を設けない

※

※

※

(2.1.4.2)

を内蔵する。
カットアウトスイッチ（素通しヒューズ）○
配線用遮断器（引き外し装置なし）○照明用ポ－ルに

とする。

強電・弱電用セパレート

別途

○

○

○

本工事※

別図による。(図面番号      )
奈良県電気
○

基礎

○

重耐塩用○

奈良県高圧

景観照明用

耐塩形

耐塩形

耐塩用

○
※標準図による。

○

○

○

○

接地は各ポ－ル毎に施す。
鋼製屋外灯ポ－ルは溶融亜鉛めっきとし、指定色塗装とする。
一般用

一般用

屋外形

一般用

○
○
○

で約3mの余長をとる。
高圧ケ－ブルは、マンホ－ル、ハンドホ－ルまたはキュ－ビクル内等の1ヶ所

ケ－ブルが直接接触しない場合の金物は接地を省略してもよい。
蓋の用途表示は
構造、寸法は

がいし、端末処理

ハンドホール

外灯

装柱材

避雷器

高圧ケーブル、

余長

マンホ－ル及び

○

○

○

○

○

○

※別途工事　○本工事　○既設自立開閉器　基礎○

構造
用途

内蔵機器
ＳＯＧ制御装置

○引外し装置なし
※屋外形（ステンレス鋼板性収納箱・鍵付き）
○ ※避雷器 制御電源用変圧器
○ステンレス製鋼板

地中引込用○架空引込用○区分開閉器○

架空線式○

-600mm以下とする
図面に記載なき場合は、GL(舗装がある場合は、舗装下面)

地中埋設式
埋設深さ
○ふ設方法○

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付工事範囲○

構 
 
 
 

内 
 
 
 

配 
 
 
 

電 
 
 
 

線 
 
 
 

路

(6.1.11.3)

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付工事範囲○

工事範囲

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付工事範囲○

(6.1.13.5)

(6.1.13.3)

設置する

解像度は別図よる（図面番号　　　）

時刻同期装置

カラーモニタ

○

○

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付監
視
カ
メ
ラ
設
備

工事範囲○

(6.2.19.3)<6.2.21.3>

(6.1.10.4)

(6.1.10.8)

(6.1.10.7)

○UHF(全帯域用) ○BS･110°CS　○CS

〇通話機能

親機には、子機カメラ角度調整機能付とする。テレビインターホン○

受付呼出装置○

テ 

レ 

ビ 

共 

同 

受 

信 

設 

備

※ ステンレス○溶融亜鉛めっき

その測定記録を監督職員に速やかに提出すること。
またその周辺で測定する。(測定チャンネルは別図による(図面番号      ))
電界強度及び画質は、最上階が打上がったときに、アンテナ取付け予定位置、電界強度等○

自立形○壁面取付形○アンテナマスト○

(6.1.11.3)アンテナ

工事範囲

誘
導
支
援
設
備

音声誘導装置○

○

○インターホン

トイレ等呼出装置

(6.1.10.2)

(6.1.10.3)
○工事種類

駐

車

場

管

制

設

備

○

<6.2.1.16>

(8.2.1.2)

(8.3.1.5)
(8.3.1.4)

発信機と連動（総合盤に始動表示灯を設ける）

消火栓箱内押ボタン（１号消火栓）

○

○

※開閉弁開放（易操作性１号消火栓及び２号消火栓）消火ポンプの始動○

感知器等の増設や変更に伴う設定は監督員の指示によるR型受信機

(6.1.19.2)

○○

○

ガスの種類 LPガス用都市ガス用○ ○

自動火災報知装置受信機と一体●単独形
装置
ガス漏れ火災警報●

(6.1.18.1)非常ベル(自動式サイレンを含む。)○非常放送装置○非常警報装置

(6.1.17.3)○

○
●

防火シャッタ用  (別途工事  DC24V  0.6A以下)
遠方復帰機構(電動式)DC24V 0.7A以下〕
防煙ダンパ用〔別途工事  瞬時通電式または電動式DC24V 0.6A以下、
防火戸用(DC24V    0.6A以下  電磁式またはラッチ式)●自動閉鎖装置

(6.1.17.2)
自動火災報知装置受信機と一体●単独

ダンパ等(全数)復帰用の予備電源容量をもつこと。○
○●連動制御器

ガス漏れ火災警報設備●非常警報設備○自動閉鎖設備●自動火災報知設備工事種類火　
　

災　
　

報　
　

知　
　

設　
　

備

医
療
関
係
設
備

○配管　○配線　●機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

情報表示形ナースコール装置
携帯形ナースコール装置 (8.3.1.3)

(8.3.1.2)

病床ユニット●
○
○

基本形ナースコール装置●

SUS製 )○キャビネット ( ※鋼板製 非接地電源用分電盤○

工事範囲●

ナースコール設備●

中
央
監
視
制
御
設
備

監視制御装置○簡易型監視制御装置○警報盤機器 ○○

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

○機械警備用配管　○防犯設備　○入退室管理制御装置○工事種類

防
犯
・
入
退
室
管
理
設
備

工事範囲

工事範囲

○

○

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

設
備工事範囲

工事範囲

工事種類

●放送設備の兼用

増幅器●

非常放送設備を一般放送設備と兼用する。

● ○非常放送設備 一般放送設備

自動放送はアッテネ－タを経由した回路とする。○

拡

声

設

備

映
像
・
音
響

(2.2.17.3)
〇溶接接続

○鉄骨及び鉄筋との ※圧着、ねじ締め、ボルト締め

○一段目の長さは　※4000mm以上　〇　　mm以上○鋼製突針支持管

Ⅳ○Ⅲ○Ⅱ○Ⅰ○保護レベル○

(2.2.13.9)

(2.2.13.2)

内部雷保護
外部雷保護

接地

雷保護

雷　

保　

護　

設　

備
構造体利用接地極 (大地抵抗率測定用接地補助極を構造体下部に設ける。)
Ｂ型接地極
Ａ型接地極

○
○
○

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付

(2.2.17.4)

○

○

JIS A 4201-1997
JIS A 4201-2003

○
適用ＪＩＳ○

○
○

工事範囲○

別途工事（図面番号　　　）※本工事 既設○

受　

　

　

　

変　

　

　

　

電　

　

　

　

設　

　

　

　

備

停電作業に伴い、電気主任技術者を立ち会わせること。

切替スイッチ(自動・手動・断)を設ける。
サ－モスタット(30℃～40℃可変形とし、（※35℃　〇　℃）にセット)及び

盤内ヒ－タ及び同用スイッチを設ける

接地線用の銅帯母線を設け、接地線の取出しが一ヶ所に集中するのを避ける。
主遮断装置、変圧器、低圧主回路導体にそれぞれヒ－トラベルを貼付する。

低圧配電盤の配線用遮断器は取付け板組込形で埋込形とする。
配電盤内部照明用はLED照明器具とし、盤前後の扉ごとに設ける。

別途工事○※本工事
内部の点検用スペ－スは三方をアクリル板で囲む。
屋外キュービクルのネットフェンス
キュ－ビクルの内部から回路名称がわかるように表示する。
据え付け用架台は溶融亜鉛めっきとする。
キャビネットはステンレス製とする。
接地抵抗値測定用端子を測定しやすい位置に設ける。

○
○
○
○
○

低圧配電盤に内部点検空間を設ける。
低圧配電盤の裏面に負荷側引出し用端子を設ける。

○
○
○
○
○
○

予備限流ヒューズを収納ケースに入れ、盤内に収納する。

その他○

公称羽根径は300mmφ(鋼製)とし、電源100Vは配電盤内より供給する。

屋内用配電盤の場合、外部換気扇連動(※端子    ○スイッチ)を設ける。○

付属品等

盤内ヒ－タ

盤内換気扇

○

○

○

する。
Ａ種接地、Ｃ種接地及びＤ種接地の接地極は共用し、接地抵抗値は10Ω以下と接地の共用○

○直列リアクトル

進相コンデンサ○

※6%    ○13%

○

※設ける ○設けないＡＰＦＣ(自動力率調整器)

低圧側設置

高圧側設置

○

○

○

高圧電動機総容量            kW  

移動車輪付○防振ゴム付○ ダイヤル温度計付○

モ－ルド ガス入○○※油入

○変圧器総容量            kVA○

※「トップランナー変圧器2014」適用品を使用すること変圧器○

の認定を受けたものを使用する。

消防法に基づく登録認定機関による「キュービクル式非常電源専用受電設備」

設備容量○

○認定キュービクル

※高圧受電(6.6kV)  ○特別高圧受電(　　　kV)受電電圧○

○ＣＢ形

○ＰＦ・Ｓ形　(変圧器容量300kVA未満)

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付工事範囲○

配電盤形式○

基礎○

○
○

○中間処理施設再生処理

○配管　○配線　○機器取付　○機器移設・改設　○取り外し再取付
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6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

２１ ３ ４ ５ ６

消火ポンプ室

脱衣室

ＥＶホール
階段（Ａ）

電気室

中央制御室

保清人室

霊安室

解剖室

標本室

リネン倉庫

病理検査室

自家発電気室

機械室

倉庫

倉庫

矢口　正宏

【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士　　登録第244140号）
（構造設計一級建築士　第7059号）

A1:1/100

A3:1/200

E－０３

国保中央病院病棟改修工事

非常用発電機

非常用発電機　地下１階平面図（撤去・更新） 1/100

山本　篤史

（一級建築士　　登録第361974号）
（設備設計一級建築士　第5999号）

地下１階平面図（撤去・更新）

発電機盤

始動用直流盤

電気室

中央制御室

高圧引込盤

高圧ＳＣ盤　ＮＯ１

高圧ＳＣ盤　ＮＯ２

低圧電灯盤　ＮＯ１

低圧電灯盤　ＮＯ２

低圧Ｘ線盤

低圧動力盤

低圧防災動力盤

直流電源装置盤

①

②

③

⑦

⑥

⑪

⑫

⑬

⑮

⑩

⑱

⑨

蓄電池盤

高圧分岐盤

高圧受電盤

低圧防災電灯盤　ＮＯ１

低圧防災電灯盤　ＮＯ２

1

2

3

6

7

9

10

11

12

13

15

18

電気室参考図

1

2

3

6

7

9

10

11

12

13

15

18

Ｈ

Ｉ

Ｇ

２１

※注記

　・図中薄い破線部分は、既存利用を示す。

　・図中濃い実線部分は、撤去・更新を示す。

６kV　FP38□-3C
床ピット内コロガシ

６kV　FPC38□-3C（床ピット内コロガシ）６kV　FPC38□-3C(G104)
床露出配管配線

発電機電源端部へ接続

６kV　FPC38□-3C（G104）
天井吊配管配線

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新 撤去・更新



矢口　正宏

【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士　　登録第244140号）
（構造設計一級建築士　第7059号）

A1:1/20

A3:1/40

E－０４

国保中央病院病棟改修工事

自動火災報知設備

自動火災報知設備　系統図・特記仕様 N.S

山本　篤史

（一級建築士　　登録第361974号）
（設備設計一級建築士　第5999号）

系統図・特記仕様

番   号

凡　　　　　例

備　　　　　考名　　　称記　　号

機器仕様参照火災受信機 ＧＰ型　７５回線

４０回線防排煙連動操作盤

副受信機 窓式 ９０回線

副受信機 窓式 １０回線

発信機P

表示灯 ＡＣ２４Ｖ        ＬＥＤ式

ＤＣ２４Ｖ    ベルB

総合盤 　　　　　　　収容P B

機器収容函 BP　　　　　　　収容（補助散水栓）

機器収容函 　　　　　　　収容（補助散水栓）

S 光電式スポット型感知器 ２種

S 光電式スポット型感知器 ２種 点検ボックス付

S 光電式スポット型感知器 ３種

光電式スポット型感知器 誘導灯専用 蓄積型

S 光電式スポット型感知器 ２・３種

差動式スポット型感知器 ２種

定温式スポット型感知器 １種 ７０℃  防水型

終端器

E 防火戸閉鎖装置
D

ＤＣ２４Ｖ　０．４Ａ以下  ラッチ式
NO

SS 防火シャッタ閉鎖装置
SS

NO

ＤＣ２４Ｖ　０．４Ａ以下  

排煙口開放装置
SM

NO
ＤＣ２４Ｖ　０．４Ａ以下 

G ガス漏れ検知器 NO ＤＣ２４Ｖ  ＬＰガス用

ガス漏れ中継器

F ダクト消火制御盤

スプリンクラ－アラ－ム弁 閉鎖型
SP

NO

自火報警戒区域番号 平面区画NO

自火報警戒区域番号
K

NO
階段

自火報警戒区域番号 NO

EV
エレベ－タ

自火報警戒区域番号
リフト

NO
リフト

配管配線 天井いんぺい又はスラブ打込み

配管配線 床いんぺい又はスラブ打込み

配管配線立上げ立下げ

プルボックス

ジョイントボックス

連動用感知器番号 NO

自火報警戒区域線

端子盤

火災通報装置E I

火災通報専用電話機T

・地区ベル鳴動方式は出火階直上階鳴動（拡大警報）方式とする。

注　記

.

1FL

.
.

.
.

.
.

4FL

5FL

6FL

7FL

RFL

2FL

3FL

23

21

19

17

14

系　統　図

RFL

B1F

既設

既設

既設

既設

既設

3

8 9

15

K

29

K

31

K

31

K

31

NO
F

AC100V（専用）

13

D
17

SP

8

2

F

12

D
16

SP

711

D
15

10

D
14

SP

69

D
13

8

D
12

SP

57

D
11

6

D
10

SP

45

D
9

4

D
8

SP

33

D
5

7

SM

3

SM

3

SS

2

D
4

SP

21

D
2

2

SS

1

SM SP

12

SM 1

F

1

25

EV

28

EV

27

K

30

24

22
リフト

26

20
K

30

18

B

B

B

16

B

B

12
K

30
1311

74

スプリンクラ－ポンプ制御盤

排煙機制御盤

5 6 10

21 BT-B1

T-1

T-2

T-3

T-4

T-5

T-6

T-7

（B）

（B）

（B）

（B）

（B）

（B）

8

SM
32

合  計

70

予備回線

15

実装回線

55自火報・諸警報兼用回線

70（自火報・諸警報兼用    回線＋ガス漏れ回線    回線）

75

　　・自火報 回線32

火災受信機機器仕様

１，仕様

２，回線内訳

　　ＧＰ型１級　    回線（フレキシブルP-1）

　諸警報表示部５窓　標準装備

　自立型・・・窓式、音声合成機能（主音響、トラブル音響）付

　操作パネルからの地区ベル鳴動・連動マトリックス設定可能

・諸警報

ガス漏れ回線 5

　　・ガス漏れ 回線1

5

41

３，備考

個別連動停止スイッチ２個組込

合  計

40

予備回線

16

実装回線

24防排煙回線

40（防排煙・諸警報兼用    回線）

40

防排煙連動操作盤機器仕様

１，仕様

２，回線内訳

　　Ｐ型１級　    回線（フレキシブルP-1）

　諸警報表示部５窓　標準装備

　自立型・・・窓式、音声合成機能（主音響、トラブル音響）付

　操作パネルからの地区ベル鳴動・連動マトリックス設定可能

13 回線

8 回線排煙口

・防排煙

3 回線防火シャッタ

（A）

（B）

表示内訳は受信機、連動操作盤と同様

表示内訳は階数表示

E I

火災通報用押釦T

T

T

T

T

1 回線看護師宿舎非常

スプリンクラ－ポンプ運転

スプリンクラ－ポンプ故障

スプリンクラ－ポンプ呼水槽減水

回線

回線

回線

スプリンクラ－アラ－ム弁 回線8

1

1

1

ダクト消火 回線2

オイルサ－ビスタンク満油表示 回線2

発電機（冷却水槽満減水、運転、故障） 回線5

スプリンクラ－用水槽 回線1

消防用水槽 回線1

防火戸

火災通報連動停止スイッチSW

SW

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

発信機P

表示灯 ＡＣ２４Ｖ        ＬＥＤ式

ＤＣ２４Ｖ    ベルB

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

機器収容函（函体は既設） BP　　　　　　　収容（補助散水栓）

機器収容函（函体は既設） 　　　　　　　収容（補助散水栓）

増築エリア

増築エリア

増築エリア

増築エリア

増築エリア

S 光電式スポット型感知器 ２種 自己保持型

差動式スポット型感知器 ２種 自己保持型

増築エリア

増築エリア

T

（防災センター）

３，備考

防災用直流電源１台（排煙口、ガス漏れ検知器電源）

個別連動停止スイッチ２個組込

機器仕様参照

・火災受信機、防排煙連動操作盤の内器の撤去、更新を行うこと。

・副受信機の撤去、更新を行うこと。

増築エリア

（ｽﾀｯﾌｽﾃｰｼｮﾝ）

（ｽﾀｯﾌｽﾃｰｼｮﾝ）

（ｽﾀｯﾌｽﾃｰｼｮﾝ）

（ｽﾀｯﾌｽﾃｰｼｮﾝ）

（中央制御室）

・火災通報用押釦は副受信機横に露出ボックスを設置し、別置にすること。

・図中実線の機器、配管配線は新設とし、破線の機器、配管配線は既設とする。

・増築エリアの感知器、発信機、表示灯、地区ベルの撤去、更新を行うこと。

・火災通報装置の電話回線を変更する場合は別途工事とする。

・今回工事に伴う火災受信機等の結線替え、および調整等を行うこと。

機器姿図

FL

450600600

1
9
5
0

5
0

2
0
0
0

※ 函体は既設利用とする。

防排煙連動操作盤Ｐ型１級火災受信機・ＬＰガス

450

ボックス

（新規製作）

更新時、内蔵主ベル撤去

新ジャック式電話機に更新

非常放送アンプAMP 既設

AMP

T
1

SS

（A）

.
.

（事務室）

T T

S

防災列盤 副受信機（９０回線）

・本自火報設備における地区音響装置は、非常放送設備で代替えとする。

・本複合受信機は非常放送時、地区べル鳴動を停止する機能をもつものとする。

・他設備移信内容は既設と同様とする。

・防排煙制御設備連動方式は既設と同様とする。

・位置表示灯の電源は消火ポンプ制御盤よりＡＣ２４Ｖで供給される。

280

4
0
0

55

500 90

7
5
0

副受信機（１０回線）

既設

既設

1/20



矢口　正宏

【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士　　登録第244140号）
（構造設計一級建築士　第7059号）

A1:1/100

A3:1/200

E－０５

国保中央病院病棟改修工事

自動火災報知設備

自動火災報知設備　B1階、3～6階平面図（撤去・更新） 1/100

山本　篤史

（一級建築士　　登録第361974号）
（設備設計一級建築士　第5999号）

B1階、3～6階平面図（撤去・更新）
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リネン庫
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下部：車いす置場
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※注記

　・図中薄い破線部分は、既存利用を示す。

　・図中濃い実線部分は、撤去・更新を示す。

3～6階平面図

キープラン　3～6階平面図キープラン　B1階平面図

B1階平面図

副受信機　10回線

副受信機　10回線

（3～6階　4台）

撤去・更新

撤去・更新

6階5階4階3階

2222202018181616
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ＰＳ 寝台用
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寝台用
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内科診察室
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皮膚科診察室皮膚科診察室
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小児科診察室小児科診察室小児科診察室点滴室

廊下

外科待合室

外科診察室２外科診察室１点滴室整形外科診察室整形外科診察室整形外科診察室整形外科診察室整形外科診察室

整形外科待合室

診察室

中央検査室

泌尿器科診察室

泌尿器科診察室

泌尿器科待合室

廊下

ＥＶホール

一般撮影室２

一般撮影室１

第１Ｘ線ＴＶ室

第２Ｘ線ＴＶ室

ＣＴ室

ＭＲＩ前室

ＤＩ室

薬剤部長室

配膳室

注射室

訪問看護ステーション

医事課サーバー室薬剤部

中央採血室

売店

作業療法室

言語聴覚室

リハビリ室

技師控室 脳波室
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心電図室 超音波検査室

ＭＲ撮影室 チラー室

更衣室
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乳房撮影室

骨密度測定室

放射線科

血管造影室

処置室

救急外来

救急外来詰所

地域支援センター

便所

矢口　正宏

【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士　　登録第244140号）
（構造設計一級建築士　第7059号）

A1:1/100

A3:1/200

E－０６

国保中央病院病棟改修工事

自動火災報知設備

自動火災報知設備　１階平面図（撤去・更新） 1/100

山本　篤史

（一級建築士　　登録第361974号）
（設備設計一級建築士　第5999号）

１階平面図（撤去・更新）
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※注記

　・図中薄い破線部分は、既存利用を示す。

　・図中濃い実線部分は、撤去・更新を示す。
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撤去・更新 ＨＰ １.２－２Ｃ
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階段（Ｂ）
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透析準備室
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男子更衣室

女子更衣室
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前室１

手術ホール

前室

通路２

通路１

倉庫

副院長室

女子更衣室

男子更衣室

セラピスト控室

保清人保管室

透析室

休憩室

女子更衣室

男子更衣室

機械室

診察室

汚物室

通院治療センター

材料室

麻酔科診察室 リスクＩＣＮ担当室

機械室

材料室

洗濯場

中央材料室

処置室

中央滅菌室

感染看護師担当室

器材室

手術室　ルーム４

手術室　ルーム３

手術室　ルーム２

手術室　ルーム１

医局

看護副部長室

矢口　正宏

【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士　　登録第244140号）
（構造設計一級建築士　第7059号）

A1:1/100

A3:1/200

E－０７

国保中央病院病棟改修工事

自動火災報知設備

自動火災報知設備　２階平面図（撤去・更新） 1/100

山本　篤史

（一級建築士　　登録第361974号）
（設備設計一級建築士　第5999号）

２階平面図（撤去・更新）

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

※注記

　・図中薄い破線部分は、既存利用を示す。

　・図中濃い実線部分は、撤去・更新を示す。

　・発信機は、内機のみ更新とする。

機器収納箱（函体既設）
（発信機、表示灯、ベル収納）

撤去・更新

撤去・更新

受信機へ
HP1.2-10Pr

既設総合盤

HP1.2-5Pr

HP1.2-2C

撤去・更新範囲

透析室副受信機
（90回線）

　・感知器配線は、下記とする。

AE1.2-4C(PF16)

但し二重天井内は、ケーブルコロガシとする。

1111

1212

1515

14141313

99

30302727



矢口　正宏

【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士　　登録第244140号）
（構造設計一級建築士　第7059号）

A1:N.S

A3:N.S

E－０８

国保中央病院病棟改修工事

非常放送設備

非常放送設備　系統図・機器姿図 N.S

山本　篤史

（一級建築士　　登録第361974号）
（設備設計一級建築士　第5999号）

系統図・機器姿図（撤去・更新）

リモートマイクロホン（壁掛）

放送場所数

ライン入力

音声出力

チャイム

電　　源

その他

一斉

-10 dBs、2 kΩ

スイッチ操作により放送設備のチャイムを起動

DC24 V、55 mA（放送設備本体より供給）

壁掛金具付

RM

マイク コンデンサマイクロホン、フレキシブルシャフト付

0 dBs（平衡）、100 Ω

250

16
0

60

非常業務兼用マイク入力

出力制御・スイッチ

操作スイッチ

表　　示

液晶表示

電　　源

モニタースピーカー

出力レベル計

外部入力

火災、発報放送、火災放送、非火災放送、連動、

連動一斉、発報連動停止、地震放送、緊急優先、

5.7型（10文字x7行）

操作ガイド、業務放送内容表示、異常発生内容表示、他

-45 dBs（AGC）

DC24 V（放送装置本体より供給）

出力0.45 W、音量調節器、ハウリング防止回路付

-20 dBs/0 dBs、電子平衡

4点LED

操作器本体に準ずる

非常業務遠隔操作器ERM

緊急、主電源、非常電源、出火階、作動/スピーカー回線短絡

非常起動、非常復旧、火災放送、非火災放送、

緊急地震放送停止、緊急優先一斉、一斉、

放送復旧、チャイム x2、表示切換、照明

516 95

40
8

リモートマイクロホン（壁掛）

放送場所数

ライン入力

音声出力

チャイム

電　　源

その他

一斉

-10 dBs、2 kΩ

スイッチ操作により放送設備のチャイムを起動

DC24 V、55 mA（放送設備本体より供給）

壁掛金具付

RM

マイク コンデンサマイクロホン、フレキシブルシャフト付

0 dBs（平衡）、100 Ω

250

16
0

60

非常業務遠隔操作器ERM

アナウンスマイク入力

出力制御・スイッチ

操作スイッチ

表　　示

液晶表示

電　　源

モニタースピーカー

出力レベル計

外部入力

非常起動、非常復旧、火災放送、非火災放送、

火災、出火階、階別作動、主電源、非常電源、

連動、連動一斉、発報連動停止、発報放送、

5.7型（10文字x7行）

起動表示、異常表示、点検中表示

-45 dBs、2 kΩ（AGC）

DC24 V、350 mA（非常電源部より供給）

出力0.45 W、音量調節器、ハウリング防止回路付

-20 dBs/0 dBs、5 kΩ電子平衡

4点LED

操作器本体に準ずる

火災放送、非火災放送、地震放送、緊急優先、緊急（一斉）

緊急優先一斉、一斉、放送復旧、チャイム x2、

地震放送停止、表示切換、照明

516 95

40
8

（EM-C106　＋EM-E12　＋EM-E5） （EM-C156　＋EM-ES12　＋EM-ES5）

※ユニットケースは再使用対応

（PA-C50） （PA-C50）

（既設）非常業務放送アンプ架　参考図

V

BL

1

2

3

4

5

6

7

8

9

品　名No 型　名

スピーカー出力回線：

AC100 V、50/60Hz

回線選択：放送階（非常・業務） x40

5.7型（10文字x7行）

45種類登録再生可、20種類登録済

出力0.45 W、音量調節器、ハウリング防止回路付

DC24 V（ニッカド蓄電池）、トリクル充電方式

4音チャイム（アップ/ダウン、速い/遅い）

電　　源

2,
00
0

起動入力

状態出力

音声ファイル

25（拡張ユニット増設時最大45）+地震放送 x2

12種類

出力制御部

定格出力

操作スイッチ

音声警報・出火階情報

液晶表示

表　　示

ミキサー部

内蔵チャイム

非常電源部

モニタースピーカー

日本語／英語、494種類標準搭載

720 W（360 W x2）

R

570 455

40回線＋一斉

異常検出 蓄電池異常、パワーアンプ異常、スピーカー

回線短絡異常、通信異常など

操作練習モード 手動起動、感知器起動、発信機起動

緊急地震放送 非常放送より優先可（規定メッセージのみ）

非常起動、非常復旧、火災放送、非火災放送、

緊急地震放送停止、緊急優先一斉、一斉、

放送復旧、チャイム x2、表示切換、照明

火災、発報放送、火災放送、非火災放送、連動、

連動一斉、発報連動停止、地震放送、緊急優先、

緊急、主電源、非常電源、出火階、作動/スピーカー回線短絡

業務放送内容、異常、システム設定、履歴確認表示

ミキサー、非常業務兼用マイク、ページング、

報時チャイム、アナウンスユニット、BGM、リモコン

455

（更新後）非常業務放送アンプ架　参考図

V ベンチレートパネル
BL ブランクパネル

1

2

3

4

5

6

7

8

9

品　名No 型　名

EM-A942D

EM-E156

EM-P11B

EM-Y152

EM-L152回線制御ユニット

主入力制御ユニット

主電源ユニット

デジタルパワーアンプ（360W）

非常業務操作器

R ラック PA-R641B

4

ミキサーユニット EM-M102

デジタルプログラムチャイム PA-DA700

BL

BL

5

8

9

非常業務予備電源ユニット（蓄電池） EM-N152

40回線

電　　源

定格出力

出力制御部

720 W（360W +360W）

スピーカー出力回線：

回線選択：40＋一斉

570

R

BL

BL

1

V

2

3

4

5

6

7

デジタルプログラムチャイム

非常業務操作器（20局）

回線追加ユニット（20局）

ミキサーユニット

デジタルプログラムチャイム

非常電源ユニット（蓄電池）

主電源ユニット

主入力制御ユニット

回線制御ユニット

EM-A364

EM-E106

EM-E12（EM-E5）

EM-N112

PA-DT600

EM-N112

EM-P11

EM-Y102

EM-L92

ブランクパネル PA-U※

ベンチレートパネル PA-U1V

7

V

BL

BL

BL

1

V
2

3

V

6

2,
00
0

R ラック PA-R641

PA-U※

PA-U1V

AC100 V、50/60Hz

AMPAMP

V

5

1

V

V

V

V

6

9

8

9

V

1

V

BL

V

回線追加ユニット（20局） EM-ES12（ES5）

出力レベル計

PC接続端子

音声ファイル

液晶表示

表　　示

操作ガイド

操作スイッチ

自火報連動

ミキサー部

内蔵チャイム

モニタースピーカー

火災音信号

USB

起動、異常、点検中、システム設定、履歴確認表示

連動、連動一斉、発報連動停止、発報放送、

アナウンスユニット、ページング、BGM、PC

アナウンスマイク、ミキサー、報時チャイム、

4音チャイム（アップ、ダウン）

出力0.45 W、音量調節器、ハウリング防止回路付

5.7型（10文字x7行）

4点LED

45種類登録演奏可

緊急優先一斉、一斉、放送復旧、チャイム x2、

非常起動、非常復旧、火災放送、非火災放送、

音声、液晶表示

地震放送停止、表示切換、照明

連動、連動一斉

電子ブザー

火災、出火階、階別作動、主電源、非常電源、

火災放送、非火災放送、地震放送、緊急優先、緊急（一斉）

非常放送設備　系統図

撤去・更新



矢口　正宏

【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士　　登録第244140号）
（構造設計一級建築士　第7059号）

A1:N.S

A3:N.S

E－０９

国保中央病院病棟改修工事　緩和ケア病棟

ナースコール設備

ナースコール設備　系統図・機器姿図 N.S

山本　篤史

（一級建築士　　登録第361974号）
（設備設計一級建築士　第5999号）

系統図・機器姿図

ナースコール設備 系統図

注    記

特記なき配管配線は下記による

ナースコール ボード型親機 ４０局ＮＣ

Ｎ

Ｎ Ａ

名          称

凡    例

記    号 備    考 名          称記    号 備    考

ナ－スコ－ル制御機

Ｎ 壁埋込型子機+握り押ボタン ＵＴＰケーブル
Ｕ

（ＰＦ２２）０.５-４Ｐ ＣＡＴ６

Ｉ／Ｏユニット ４回線４Ｌ 呼出押しボタン

４０Ｌ

復旧付代表廊下灯

既設配線　再利用

２Ｆ

３Ｆ

 １Ｆ

Ｎ Ｎ Ｎ

４Ｌ

Ｎ

Ａ

Ｎ

Ａ

点滴・処置室

Ｉ／Ｏユニット １回線１Ｌ 呼出押しボタン（ひも付）

Ａ 無線押ボタンセット（電源装置付）

ＡＮ 握り押しボタン+コンセント

１００Ｖ
ＡＣ・ＧＣ

ＮＣ

４０Ｌ

【スタッフステーション】

Ｕ

１００Ｖ
ＡＣ・ＧＣ

ＰＢＸへ

４Ｌ

Ｎ Ｎ

個室Ｇ

Ｎ Ｎ

（１床+トイレ）

個室Ｄ

（１床+トイレ）

４Ｌ

Ｎ Ｎ

個室Ｂ

Ｎ Ｎ

（１床+トイレ）

個室Ｂ´

（１床+トイレ）

４Ｌ

Ｎ Ｎ

個室Ｃ

Ｎ Ｎ

（１床+トイレ）

個室Ｆ

（１床+トイレ）

４Ｌ

Ｎ Ｎ Ｎ

（１床+トイレ）

Ｎ

（１床+トイレ）

Ｎ Ａ

食 堂

１００Ｖ
ＡＣ・ＧＣ

個室Ｈ 特別個室Ａ

Ｎ

４Ｌ

Ｎ Ｎ

個室Ｃ

Ｎ Ｎ

（１床+トイレ）

個室Ｆ

（１床+トイレ）

４Ｌ

Ｎ Ｎ

個室Ｂ

Ｎ Ｎ

（１床+トイレ）

個室Ｂ´

（１床+トイレ）

４Ｌ

Ｎ Ｎ

個室Ｇ

Ｎ Ｎ

（１床+トイレ）

個室Ｄ

（１床+トイレ）

４Ｌ

Ｎ Ｎ

個室Ｃ

Ｎ Ｎ

（１床+トイレ）

個室Ｆ

（１床+トイレ）

４Ｌ

Ｎ Ｎ

個室Ｂ

Ｎ Ｎ

（１床+トイレ）

個室Ｂ´

（１床+トイレ）

４Ｌ

Ｎ Ｎ

個室Ｅ

Ｎ Ｎ

（１床+トイレ）

個室Ｄ

（１床+トイレ）

Ｎ Ｎ Ｎ

４Ｌ

多目的便所便所 便所

Ｎ Ｎ

４Ｌ

特別浴室脱衣・一般

Ｘ３

４Ｌ

Ｎ Ｎ

【ＥＰＳ】

【ＥＰＳ】
便所 便所

Ａ

Ｘ２

Ａ

【ＥＰＳ】
多目的便所便所 便所

１Ｌ

４０ＬＮＣ

スマイルミラー

受話器落下防止ストッパー、受話器衝突音防止センサー

樹脂、鋼板製

約5.0kg

100件（発着信数）

電子メロディー（16種）

セキュリティー機能、プライベートトーク機能

担当設定、チーム設定（最大8チーム）、転送設定、アラーム設定

個別呼出灯の点滅,、情報灯の点滅、液晶表示

3.5インチ　TFTカラー液晶

又はチャイム音（3種）／トレモロ音（3種）

※手動設定　または専用子機接続時には自動点灯

全一斉と選局一斉（選局外一斉放送可）、チーム一斉

壁掛形　（JIS中形四角アウトレットボックス深形／

　　　　　JIS中形四角スイッチカバー1個用塗代付）

センサー類の使用表示灯として点灯、呼出時に点滅

質　　量

備　　考

ハンディナースコール設定

履歴表示

呼出表示

液晶表示部

一斉放送

呼出音

情報灯

形　　状

材　　質

最大12W（待機時3.5W）

AC・GC100V 50／60Hz電    源

消費電力

個別音量調整機能、夜間自動音量調整機能

ナースコールボード型親機 ４０局 ＢＺＰ-４０ＥＸ

（95）

40400

77
0

3
1
8

459 128

最大25台

最大8台（パラ制御）

壁掛形

5通話路（同室同時通話可能）

AC・GC100V 50／60Hz・最大230W

通話路数

形　　状

親機制御台数

電源・消費電力

I／Oユニット・個別廊下灯接続台数

ナースコール制御機 ＢＺＭ-００１ＥＸ

表示灯

プレート

形　　状 壁埋込形（JIS1個用スイッチボックスカバー付）

LED

ABS

70 21.5

1
2
0

復旧
ＲＥＳＥＴ

復旧付代表廊下灯 ＢＬ－６４１ＡＵ／１５-ＲＳＷ

復旧ボタン ノンロック式

握り押しボタン

コンセント

材　　質

呼出押ボタン

備　　考 コード2m（14型2Pプラグ付）

ノンロック式

抗菌ABS樹脂

握り押ボタン+コンセント

770

14型2PABS/

ノンロック式/ LED（赤）復旧ボタン/呼出確認灯

プレート/コンセント

形　　状 壁埋込形（JIS1個用スイッチボックスカバー付）

1
2
0復旧

RESET

Ｎ
ＢＢ-１０７ＺＣＵ

ＲＢ-８２２Ａ

呼
出

99 φ35

Ｎ

備　　考

呼出ボタン

プレート／握り

形　　状

JIS C-0920 IPx5（防噴流形）適合

壁埋込形（JIS1個用スイッチボックスカバー付）

LED（赤）

ノンロック式

抗菌樹脂

確認灯

よびだし点　　字

呼出押ボタン　※引きひも付

φ40

2
3

70

1
2
0

11.5 15

7
0

約
60
0

ＢＴ-３１２ＺＲ

Ｎ ＢＴ-３１１ＺＲ

点　　字

呼出ボタン

プレート

形　　状

よびだし

壁埋込形（JIS1個用スイッチボックスカバー付）

LED（赤）

ノンロック式

抗菌樹脂

70 11.5

1
2
0

確認灯

備　　考 JIS C-0920 IPx5（防噴流形）適合

15

7
0

ＡＡ 呼出押ボタン　

ＢＡ－３０４ＥＸＵ壁埋込形子機（コンセント／スタッフ）

162

1
2
0

プレート

形　　状 壁埋込形（JIS３個用スイッチボックスカバー付）

ABS

復旧ボタン/スタッフボタン

スピーカ Φ40, 8Ω

ノンロック式

呼出確認灯 LED（オレンジ色）

マイク コンデンサマイク

49.8

7
0

25

用　　途 EXハンド形子機または、EX握り押ボタン接続用

コンセント EX子機用コンセント

呼出ボタン

呼出確認灯/常夜灯

形　　状

材　　質 抗菌ABS樹脂

握り押ボタン

LED（オレンジ色）

ノンロック式

呼出

99

φ
35

EX子機用コンセントプラグコンセントプラグ

引抜力：約25N （2.6kgf）

備　　考 コード約2.0m

（300）

（35.8）

コンセントプラグ

（37）

中継コンセント

（
φ

1
5
.
8
）

（
φ

1
5
.
8
）

（400／伸長時：1000）

絶縁体：白

ＰＺ－４１２ＥＸ－Ｃ延長カールコード

コード：マイルドオレンジ（7.5YR8／10近似色）色　　調

コンセントプラグ

材　　質

EX子機用コンセントプラグ

軟質塩化ビニール

コード

6芯丸コード（Φ4）

引抜力：約45N （4.6kgf）

ＮＮ

Ｎ ＲＢ-８２６ＥＸ握り押ボタン

ナースコール設備 機器姿図

材　　質 PC＋AES樹脂

呼出ボタン

表示灯

質　　量

電　　源

ID登録ボタン

DC3.0V（単4形アルカリ電池　2個）

呼出ボタン押下時：呼出ボタン緑色点滅

電池電圧低下時：呼出ボタン赤色点滅

約50g（ストラップは含まず）

ノンロック式

ノンロック式

（着脱可能）

（170）

ストラップ
φ60

21
.6

ID登録ボタン

Ａ ＲＢ-２０１ＴＲＸ無線押ボタン

状態表示灯

メタルコンセント

コンセントプラグ

LED（青色／赤色）

EX子機用コンセントプラグ

センサー用：14型2P

電源表示灯 LED（緑色）

呼出ボタン ノンロック式

呼出確認灯/常夜灯 LED（オレンジ色）

75

1
1
4

34

用　　途 14型2P：センサー機器用

質　　量 約200g

センサー入切スイッチ スライド式

Ａ ＲＢ－２０１ＴＲＸ-ＥＸ-Ｓ無線受信機（ＥＸ／Ｓ）ＢＸ-４０４ＷＺＣＩ／Ｏユニット（４回線４廊下灯用、３色）４Ｌ

ＢＸ-１０１ＷＺＣＩ／Ｏユニット（１回線１廊下灯用、３色）１Ｌ

26

2
2
0

壁掛形（JIS4個用スイッチボックスカバー付）

ABS樹脂（一部鋼板製）

形　　状

備    考

材    質

225



Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

７
８

０
０

７
９

５
０

１
０

２
０

０

２
５

９
５

０

４３０５０１３００ ６００

７５０ ７５００ ５４００ ７５００ ５４００ ７５００ ４６５０ ２９５０ １４００

１階平面図

26
0

1482

204
7

矢口　正宏

【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士　　登録第244140号）
（構造設計一級建築士　第7059号）

A1:1/100

A3:1/200

E－１０

国保中央病院病棟改修工事　緩和ケア病棟

ナースコール設備

ナースコール設備　１階平面図（撤去・更新） 1/100

山本　篤史

（一級建築士　　登録第361974号）
（設備設計一級建築士　第5999号）

１階平面図（撤去・更新）

Ｎ

Ｎ

Ｎ

４Ｌ

Ｎ Ａ
４Ｌ

Ｎ Ａ

ナースコール ボード型親機 ４０局ＮＣ

Ｎ

Ｎ Ａ

名          称

凡    例

記    号 備    考

ナ－スコ－ル制御機

Ｎ 壁埋込型子機+握り押ボタン

Ｉ／Ｏユニット ４回線４Ｌ

呼出押しボタン

４０Ｌ

復旧付代表廊下灯

Ｉ／Ｏユニット １回線１Ｌ

呼出押しボタン（ひも付）

Ａ 無線押ボタンセット（電源装置付）

ＡＮ 握り押しボタン+コンセント

※注記

　・図中薄い破線部分は、既存利用を示す。

　・図中濃い実線部分は、撤去・更新を示す。

※注記

　・図中薄い破線部分は、既存利用を示す。

　・図中濃い実線部分は、撤去・更新を示す。
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２階平面図

矢口　正宏

【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士　　登録第244140号）
（構造設計一級建築士　第7059号）

A1:1/100

A3:1/200

E－１１

国保中央病院病棟改修工事　緩和ケア病棟

ナースコール設備

ナースコール設備　２階平面図（撤去・更新） 1/100

山本　篤史

（一級建築士　　登録第361974号）
（設備設計一級建築士　第5999号）

２階平面図（撤去・更新）
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ナースコール ボード型親機 ４０局ＮＣ

Ｎ

Ｎ Ａ

名          称

凡    例

記    号 備    考

ナ－スコ－ル制御機

Ｎ 壁埋込型子機+握り押ボタン

Ｉ／Ｏユニット ４回線４Ｌ

呼出押しボタン

４０Ｌ

復旧付代表廊下灯

Ｉ／Ｏユニット １回線１Ｌ

呼出押しボタン（ひも付）

Ａ 無線押ボタンセット（電源装置付）

ＡＮ 握り押しボタン+コンセント

※注記

　・図中薄い破線部分は、既存利用を示す。

　・図中濃い実線部分は、撤去・更新を示す。

※注記

　・図中薄い破線部分は、既存利用を示す。

　・図中濃い実線部分は、撤去・更新を示す。
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